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Abstrak 

Galuh Cendana Rasfatia. 2026. Analisis Jenis dan Strategi Kesantunan Tindak Tutur 

dengan Fungsi Konfliktif dalam Drama Sora wo Kakeru Yodaka. Skripsi. Jakarta: 

Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas 

Negeri Jakarta. 

  

Penelitian ini bertujuan untuk mendeskripsikan tindak tutur fungsi konfliktif 

berdasarkan teori Leech (1993), mengklasifikasikan jenis tindak tutur ilokusi tersebut 

berdasarkan teori oleh Searle (1976), serta menjelaskan strategi kesantunan tindak tutur 

dengan fungsi konfliktif berdasarkan teori Brown dan Levinson (1987) pada objek 

penelitian berupa drama Sora wo Kakeru Yodaka yang menceritakan konflik antara 

para tokoh dengan tema irekawari dan perundungan. Metode yang digunakan dalam 

penelitian ini yaitu metode deskriptif kualitatif, dengan teknik pengumpulan berupa 

Simak Bebas Libat Cakap, kemudian metode untuk menganalisis data menggunakan 

teknik padan pragmatis. Dari hasil penelitian ditemukan tindak tutur dengan fungsi 

konfliktif sebanyak 23 data, yaitu 4 data tindak tutur konfliktif mengancam, 2 tindak 

tutur konfliktif menuduh, 7 tindak tutur konfliktif menyumpahi, dan 10 tindak tutur 

konfliktif memarahi. Selain itu, jenis ilokusi ditemukan 6 data direktif, 6 data asertif, 4 

data komisif, dan 7 data ekspresif. Tindak tutur konfliktif dengan makna memarahi dan 

jenis ilokusi ekspresif paling banyak muncul karena dilihat dari aspek situasi, setting 

drama ini adalah lingkungan sosial terdekat yaitu keluarga dan teman sebaya. 

Kemudian, berdasarkan kategori strategi kesantunan, ditemukan kesantunan langsung 

13 data, kesantunan tidak langsung 10 data, dan tidak ditemukan kesantunan positif 

maupun kesantunan negatif. Hal ini dikarenakan dalam melakukan tindak tutur dengan 

fungsi konfliktif, penutur tidak mengindahkan kesantunan dan tidak meminimalisasi 

ancaman terhadap muka. 

 

Kata kunci: Tindak Tutur dengan Fungsi Konfliktif, Tindak Tutur Ilokusi, Strategi 

Kesantunan 
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Abstract 

Galuh Cendana Rasfatia. 2026. Analysis of Types and Politeness Strategies of Speech 

Acts with Conflicting Functions in Sora wo Kakeru Yodaka. Undergraduate Thesis. 

Japanese Language Education Study Program. Faculty of Languages and Arts. 

Universitas Negeri Jakarta. 

 

This study aims to describe conflictive function speech acts based on Leech’s (1993) 

theory, classify the meaning of illocutionary speech acts with conflictive functions 

based on Searle’s (1976) theory, and explain the politeness strategies of speech acts 

with conflictive functions based on Brown and Levinson’s (1987) theory. The research 

object, the drama Sora wo Kakeru Yodaka, depicts a conflict between characters and 

bullying. The approach used in this study is a qualitative descriptive method, with data 

collection Simak Bebas Libat Cakap technique and pragmatic analysis technique. The 

results of the study found 23 speech acts of conflictive function, including 4 data of 

threatening speech acts, 2 accusing speech acts, 7 cursing speech acts, and 10 

reprimanding speech acts. In addition, the illocutionary forms found are of 6 directive 

speech acts, 6 assertive speech acts, 4 commissive speech acts, and 7 expressive speech 

acts. The data show that speech acts with a reprimanding function and expressive 

illocutionary acts were found most frequently because the drama were set in the closest 

social environment, namely family and friends. Furthermore, based on the politeness 

strategy category, 13 data were found for bald-on record FTA, 10 data for off record 

FTA, and no positive or negative politeness were found on this research. This is 

because, when performing speech acts with a conflictive function, speakers disregard 

politeness and do not minimize threats to the listener’s face. 

 

Keywords: Speech Acts with Conflicting Functions, Illocutionary Speech Acts, 

Politeness Strategies 
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要旨 

 

 

Galuh Cendana Rasfatia. 2026.『宇宙を駆けるよだか』における対立的を持つ

発話行為の種類とポライトネス・ストラテジーの分析。学部卒業論文。ジャ

カルタ：ジャカルタ国立大学日本語教育学科。 

 

本研究は、Leech (1993) の理論に基づいて対立機能を持つ発話行為を記述し、

Searle (1976) の理論に基づいて対立機能を持つ発話行為の意味を分類し、

Brown と Levinson (1987) の理論に基づいて対立機能を持つ発話行為の丁寧

さ戦略を説明することを目的とする。研究対象は、登場人物間の対立といじ

めを描いたドラマ「宇宙を駆けるよだか」である。本研究で用いたアプロー

チは質的記述法であり、データ収集には Simak Bebas Libat Cakap 法、分析に

は語用論的分析法を用いた。研究の結果、対立機能を持つ発話行為が 23 件

見つかり、その内訳は脅迫発話行為 4 件、非難発話行為 2 件、ののしる発話

行為 7 件、懲戒発話行為 10 件であった。さらに、見つかった発話行為形式

は、指示発話行為 6 件、断言発話行為 6 件、約束発話行為 4 件、表現発話行

為 7 件であった。 データによると、劇の舞台が家族や友人といった最も身近

な社会環境であったため、懲戒発話行為と表現的な発話行為が最も頻繁に見

られました。また、ポライトネス・ストラテジのカテゴリーに基づくと、

「バルド・オン・レコード（Bald-on Record）」の FTA が 13 件、「オフ・

レコード（Off Record）」の FTA が 10 件確認されたが、本研究では肯定的

または否定的な礼儀戦略は確認されなかった。これは、対立機能を持つ発話

行為を行う際、話し手はポライトネスを無視し、聞き手の面子への脅威を最

小限に抑えようとしないためです。 

 

キーワード：対立機能の発話行為、発話内行為、ポライトネス・ストラテジ
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『宇宙を駆けるよだか』における対立度を持つ発話行為の種類と 

ポライトネス・ストラテジーの分析 

 

ジャカルタ国立大学 

Galuh Cendana Rasfatia 

cendana1403@gmail.com 

概要 

A. 背景 

 基本的に、人間はコミュニケーションや考えの表現に言語を用いま

す。社会的な礼儀作法を守るためには、発言内容とその言い方に気を

配る必要があります。話す際に、人は行動を起こすこともあります。

これは Austin (1962) という言語学者にあった理論「発話行為」と呼

ばれます。社会的な交流の中で、人々が何かしらのことで議論するこ

とはよくあることです。対立は、ドラマのように物語を豊かにするた

めの手段として用いられることもあります。ドラマ『宇宙を駆けるよ

だか』は、社会に馴染むことに苦労する学生に起こる葛藤を描いてい

る。主人公の海根然子は、容姿のために周囲から疎外されている。運

命を変えようと決意した彼女は、クラスの人気者である小日向あゆみ

と体を入れ替えることにする。 
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 このドラマの対話は、発話行為とポライトネスストラテジーを示し

ています。このような発話行為を発する方法はいくつかあります。コ

ミュニケーション機能に基づいて、Searle(1976)は 5 種類の発話行為

を発見しました。それは、断言的発話行為、指示的発話行為、表現的

発話行為、言明的発話行為、宣言的発話行為である。このドラマの前

提は、登場人物の間で葛藤が生じることを示唆している。葛藤は、社

会的目標に反する発話行為、つまり失礼であると見なされる行為によ

って表されることがよくある。この発話行為理論は、Leech(1993)に

よって丁寧さの観点から、「社会的目標と競合するか、一致するか、

またはどちらでもないか」という基準を使用して、競合型、懇親型、

協調型、対立型に分類された。Brown と Levinson(1987)は、発話行為

は面子を脅かす行為（FTA）と見なされる傾向があると述べている。

話し手が面子を脅かす行為（FTA）を行うために使用する 5 つのスト

ラテジーがある、それは① FT の軽減行為を行わず、直接的な言語行

動をとる。(without redressive action, baldly)、 ② ポジティブ・ポラ

イトネス (positive politeness)、③ ネガティブ・ポライトネス 

(negative politeness)、④ 伝達意図を明示的に表さない(ほのめか

す)(off record)、⑤ FTA を行わない(doing no FTA)。そのため、ドラ

マの筆者は発話行為とそのポライトネスストラテジーを分析すること

に興味を抱く。 
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B. 問題提供 

1. 『宇宙を駆けるよだか』における、対立的な機能を持つ発話行

為の形式にはどのようなものがあるか？ 

2. 『宇宙を駆けるよだか』における対立機能を持つ発話行為の分

類とは何であろうか？ 

3. 『宇宙を駆けるよだか』の対立的な機能を持つ発話行為におい

て、どのようなポライトネス・ストラテジーが用いられている

か？ 

C. 解決 

 本研究の目的は、対立度を持つ発話行為の形態を特定し、それらの

発話において用いられる丁寧さのストラテジーを明らかにすることで

ある。本研究では、定性的記述手法を使用し、「Metode Simak」にお

ける 「Teknik Catat」というデータ収集を、「Metode Padan 

Pragmatis」というデータ分析を使用した。本研究の分析には、Leech

による発話行為の理論、Searle による発話内行為理論、そして Brown

と Levinson によるポライトネス理論を用いる。分析の結果に基づい

て、対立度を持つ発話行為を示すデータが 23 のデータが見つかっ

た。分析データは以下の表にデータの番号を示す通りだ。 
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対立型 

発話内行為 ストラテジー 

断言的 指示的 表現的 言明的 オン オフ 

脅迫する 
 1  2, 3, 4 1, 3, 4 2 

非難する 
5  6  5 6 

ののしる 7, 8, 10, 

11, 12 
 9, 13  8, 13 

7, 9, 10, 

11, 12 

懲戒する 

 

14, 15, 

17, 18, 

19 

16, 20, 22, 

23 
21 

14, 15, 

18, 20, 

21, 22, 

23 

16, 17, 

19 

 

D. 結論 

 本研究の目的は、ドラマ「宇宙を駆けるよだか」を通して、対立機

能を持つ発話行為の形態を明らかにすることである。分析の結果、対

立機能を持つ発話行為は「脅迫する」「非難する」「ののしる」「懲

戒する」の 4 種類に分類され、中でも「懲戒する」が最も頻繁に用い

られていることが明らかになった。さらに、これらの発話行為がどの

ような発話行為分類に属するのかを分析した。分析の結果、断言的発
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話行為、指示的発話行為、表現的発話行為、約束的発話行為のデータ

が存在したが、宣言的発話行為のデータは見つからなかった。分析結

果に基づくと、対立機能を持つ発話行為は、宣言的発話行為を除く 4

種類の発話行為すべてに見られる。 

 さらに、ポライトネス・ストラテジーの分析により、発話行為は、「バル

ド・オン・レコード（Bald-on Record）」ストラテジーと「オフ・レコード

（Off Record）」ストラテジーに分類された。 対立機能を持つ発話行為の性

質上、それらはブラウンとレビンソンの面子脅迫行為（FTA）理論に合致

し、ポライトネス・ストラテジーにおいて是正措置が取られていないという

点に表れている。対立機能を持つ発話行為に関するデータから、そのような

発話行為は強制を最小限に抑えたり、発話相手への負担を最小限に抑えたり

しないことが明らかになった。これは、ドラマが、社会的目標に反する目的

を持つ対立機能を持つ発話行為の受け手である海根然子というキャラクター

を取り巻く葛藤に依拠する重苦しいテーマを扱っているためと考えられる。


